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石川県 に お け る女子 体育 の 史的研 究 （第 1報）
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　体育 ・ス ポ
ー

ツ界で は ， 近 年特に女性の 活躍が 顕著 とな り， 従来見 られ なか っ た運動領域の

拡大 と多様化の 傾向が見 られ るよ うに な っ た 。 こ うした現象 は ア ナ ロ グ的なもの で ， 長い歴史

的過 程 の 中で の
一

つ の 結果とと らえ な けれ ばな らな い 。 また ，そ の 背景 に は社会的な ， あ る い

は歴史的な諸要因が存在 して い る もの と考え られ る。 しか し，残念なが らそ の 発展 の 歩み は ，

秋葉尋子が 「女性の 体育 ・ ス ポー
ッ に 関す る歴史は今まで に本格的な取 り組みが なされて こ な

　 　 （ D

か っ た」 と報告 して い るよ う に，十分 に解明 されて い るわけで はな い。最近，上沼八 郎の 「近
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2 ）　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　 （3 ）

代 日本女子体育史序説」，女 性体育史研究会の 「近代 日本女性体育史」 及び成田十次郎 らの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔4）　　　　　　　 　 一　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　 （5 ）

「体育 ・ス ポ
ー

ッ の 歴史」， ある い は岸野雄三 の 「女子体育 に尽 した人たち」な どが報告された

が ， こ の 分野で の本格的な研究が よ うや く始め られたよ うに 思われる 。 な お，こ の こ とは地方

史の 分野で も同様で，例え ば，石川 県に関 して は こ うした分野で の 論稿は見当た らな い 実情で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c6）

ある 。 石川県 ゐ場合 ， 守田顕三 の 「明治期の 石川県 にお ける学校体育 の 発達」が あ るの みで あ

る 。 守田 は こ の 論稿で ，主 と して 男子中心 に 当県 の 草創期 に お け る学校体育 を制度史的に 検 討

して い る。守 田 の 報告は石川県学校体育史研究の 嚆矢 として 評価 され る もの で あるが ， 学校体

育の 発展 の 全容を明 らかに しよ うとするならば，女子体育の 発展過程 をも男子体育 との 関連あ

中で検討を加 え る必要が あろ う。 本研究 にはそ うした意図が ある こ、とを附記 し，願わ くば こ の

こ とが 石川県学校教育の 発展史をひ も解 く一助 ともなれ ば と考え る も の で あ る 。
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皿　 目 的

　本稿 は ，石川 県 に お ける小学校，師範学校 及 び金 沢 女学校 に て 実践 され た女子体育 の 導入 ・

形成過程の
一

端を ， 近代教育制度の 発足 した明治 5 （1872）年以降 「高等女学校令」発布時の

明治30 （1897 ）年頃 まで k視点を向け，主 として制度史的に明 らかに しよ うとするもの で ある 。

皿 　 方 法

　文部省年 報， 石川県史料 ， 石川 県教育史 ， 金沢市史 ， 石川県並びに同県 におけ る各市 ・各郡

の 学校教育 に関する報告書 ， そ の 他学校史を中心 とした学校教育 に 関係す る諸文献を主な史 ・

資料とする 6

W 　 結 果 と 考 察

　 1． 小学校 の 女児体育

　明治 5 （1872 ）年の 「学制」に よ る近代教育制度の発足以来 ， わが 国の 初等教育 は今 日ま で

幾多の 制度的変革を繰 り返 して きた 。 初め に ，明治 20年代 まで の こう した変革 に つ い て 概観す

る こ とにする 。

　欧米 の 近代教育思想を導入 し，個人主義 ・ 実学主義の 学問観に立 っ て 国民皆学 ・就学義務を

説 い た ．「学制」 は，小学校 を尋常小学，女児小学，村落小学，貧人小学，小学私塾及び幼稚小

学 に区別 し，尋 常小学を上 下二 等 と し，修業年限を 8か年 とした。 その後，「小学教則」 及 び

「小学教則概表 」 が布達 され て ， 法規上 の 小学校教育 は整備 を完了 した の で あ る 。 わが国 の 小

学校 は寺小屋 ・私塾な どを母体に 成立 したと言われて い るが ， 〈の 学校の 設置 とともに重要な

問題 は子 ど もたち を学校へ 就学 させ る こ と で あ っ た。当初，各府県の さまざま な就学督励策 に

もかか わ らず就学状況 は極め て 悪 く，特 に女子 の 就学率は低か っ た 。 女性を軽視 ・差別す る旧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7 ）．（8 ）

来の 社会慣行が 根強く， 「女子に学問は不必要」 で ある とい う風潮が支配的で あ っ た 。

上記の 鞴 は ， 石川県 も例外で 1まなか っ た 。 明治 6 （、873減 齢 内田政風は女児就学の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9 ）

布達 を発 し，父兄 に女児 の 就学を勧 めた 。 そ の概要 は ， 6 歳以k の 女児に読書 ， 筆算 ， 裁縫及

び修身を教え ， 「女小学校」を金 沢 町に 設 け ， それ を県下 に 普及 させ て い くとい うも  で あっ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c！e ）

た 。 そ の 布達直後 ， 最初の 女児小学校で ある松原町女 児小学校が誕生 して い る。 そ の 後，明治
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11 ）

8 （1875）年ま で に 21校の 女児小学校が 県内に設 立 され，明治 6 （1873）年に 7％で あ っ た女
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c12）

児の 就学率が 同10 （1877 ）年に は 46 ％ と向上 した 。 なお， 当時の 石川県における女児教育 にね
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛r3）

男 ・女児 ともに在学 して い て も， そ の 実際は 厂必 ス 教場ヲ異 二 」 して 行なわ れる と い う特徴が

見 られ た 。

　明治12 （1879 ）年，政府 は 「学制」を廃止 し，「教育令」を定め て 制度の 転換を行な っ た。

前者で は 13歳 まで に義務教育を 終える こ とが原則 とされたが，後者で は 工年 に 4 か月ず つ 4 か

年で 義務教育を終えるこ とがで きるよ うに な っ た 。 「教育令」 は学校 の 設置，∫設 備，管理 ，学

科目，教科 内容な ど ， 全て の 点で 「学制」 よ り自由な もの に改訂 されて い たの で ，「自由教育

令j と も呼ばれた。それによれば，小学校の 学科は読書 ， 習字 ， 算術 ， 地理，歴史 ， 修身など
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の 初歩で，土地 の 情況 によ り罫 画，唱歌 ， 体操を加 え ，また物理 ，生 理 ， 博物な どを加 え ， 特

に女子に裁縫 を設ける こ とが で きる こ と に な っ た 。 誕生 間 もな い こ の 「教育令」 も， 明治 13

（1880 ）年早 くも改正されたが，そ の 意図 は就学義務制 を厳格 に し，集権的干渉主義 の 教育行

政体制 の 確立 にあ っ た 。 そ の 内容 を具体的に示 した もの が ， 同 14 （1881 ）年の 「小学校教則綱

領」 で あ る 。 こ の 綱領 は ， 小学校 を初等科，中等科，高等科に 分け，初等科及 び中等科を 3 か

年，高等科を 2 か年とし，最低年限を 3 か年と した。学科目に つ い て は ， 初等科で は修身， 読

書 ， 習字，算術の 初歩 ， 唱歌，体操 が，中等科で は初等科 の教科 目に地理，歴史，図画，博物，

物理 の 初歩が加 え られ，女子に裁縫が ， 高等科で は中等科の 教科目に化学 ， 生理 ， 幾何，経済

の 初歩が加え られ，女子の ため に 経済 な どを家事や 経 済大意 に 代え得 るもの とした。明治 18

（1885 ）年 ， 再度 の 改正をうけた教育令 も同19 （1886 ）年の 「小学校令」の 制定に よ っ て 廃 止

され たが ，
こ ゐ10年代は 「国家の 教育方針が明確 にな りは じめ ， そ の 方針に の っ と り

一方で 現
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c14 ）

実の 情況をに らみ合せ つ つ 学校教則 の 整備が進め られた時期」で あ っ た 。

　わ が国 の 教育政策史上
一

時期を画 した と言われ る 「学校令」 は ， 初代文部大臣に就任 した森

有礼 （1848 −’89 ） が 「実用主義 と国粋主義 とを調和 した 国家主義 と道徳主義の思想に 基づ い

　 く！5 ）

て 」企画 され たもの で あ っ た 。 こg） 「学校令」 の
一

つ で ある 「小学校令」 で は ， 小学校は尋常 ・

高等の 二 等に分け られ ， 修業年限は そ れぞ れ 4 か年 と定め られ た。ま た父母 ・後見人に 対 し，

尋常小学校を卒業 させ る義務を負わせ ， 小学簡易科の 設置 も認 め られて い た 。 なお尋常小学校

の 学科を修身，読書，作文，習字 ，算術，体操 と し，土地の 情況によ っ て 図画 ， 唱歌 を加 え る こ

とが で きる もの と し た 。 高等小学校 の 学科は 尋 常小学校 の 学 科に 地理 ，歴史 ， 理科を加 え ， 女

子に裁縫を，土地の 情況 によ り英語 ， 農業 ， 手工 ，
・ 商業を加 え る こ とが で きる もの で あ っ た 。

先に 述べ た小学簡易科 の 制度は，就学不振打開 の ため の もの で あり，尋常小学校を代用す る制

度で 明治23 （1890）年の 「小学校令」改正 まで続い た 。

　石川県で は ，小学簡易科の 設置 も多 く女児小学校 へ の 就学 とと もに 女児の 就学率 は，明治 21
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16 ｝

（1888 ），年か ら同24 （1891 ）年に か け平均約 59 ％と全国平均を大 きく上回 っ た 。 学校種別数を

金沢 区で 言え ば ， 明治20 （1887）年で高等科 2校 （内女児校 1 ），尋常科18校 （内女児校 7 ），

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （17）

簡易科19 校 （内女児校 6 ）で あ っ た 。 20 年代の 女子初等教育は ， 上記 の よ うな 三形態で実施 さ

れた の で あ っ た 。 明治 23 （1890）年の 「小学校令」 の 改正に 伴い ，「小学校設備準則」， 「小学

校教則大綱」，「学級編制 二 関ス ル 規則」 な ど ， 多 くの 関係法 規が制定 され た 。

（1｝ 学制 ・教 育令期 の 体育

　石川県で は，文部省が明治 5 （1872）年に 示 した 「小学校教則」 に 準拠 して ，翌年 「第三 大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ IB ）

学区石川県管内小学教則」 が公布 された。それ に よれば，「小 学校教 則」 に と りあ げられ なか

っ た 「体操」が下等及 び上等小学校に とりあげ られ て い た。「体操」は 「一周六時」間配当 され

て い たが ， そ の 内容並 び に 実施の 有無に つ い て は不明で ある 。 明治 7 （1874）年， こ の 教 則が

改 正 され ， 「体操」は 「授業時間ノ 中五 ， 六 分宛休暇 トシー 日両三度体操 ヲ ナ サ シ メ 或 ハ 各課程

終テ後十分許ナサ シ ム ル 等校 ノ適宜 ニ ヨ ル 其業ハ 師範学校板体操図 ニ ヨ ル ヘ シ 」（下等小学），

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈19 〉

「下級 ノ 如 シ 尤教師ノ意 二 任 ス 」 （上等小学）とされた 。 こ こ に初め て 「体操」 の 指導内容 と指

導方法が具体的に示 された わけで あ る 。 この 師範学校板体操図 とは東京師範学校蔵版 の こ とで
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く2o ｝

あり，内容は徒手体操で ある。こ の 教則改正 には ， 百束誠助三等訓導が中心的役割を果た した 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c21 ）

百束 は，山形県出身で 明治 7 （1874）年 6 月東京師範学校小学師範学科 を卒業 して い る。 百束

は東京師範学 校在学中，上記 体操図 に示 され た 体操 を実践 した人物で あ り，石川 県初等 教育界

に初め て 近代的な体操を導入 し，指導 した人物で ある。明治 8 （1875 ）年， こ の 体操の 取 り扱
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

『
〈22 ）

い は ， 「小学教則条例改正」 に よ り下等 ・上 等小学校 ともに 「時間 ノ休暇 二 於 テ ス 最 モ 教 師意

二 任 ス 」 とな っ たが ，

’
こ の体操図に よ る体操の 指導 は一部 の 小学校で 実践 され て い っ た もの と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c2s ）

思われる 。 こ の こ とは 「石川県集成学校付属小学教則」 に 「最初ノ
ー

時間 二 復読ヲ ナ サ シ メ 而

シ テ 時間 ノ 休 暇毎 二 体操 ヲ ナ サ シ ム 」 とされ ， 「百束誠助
……之 ヲ教授 セ シ 4」 と記 され て い

る こ と ， ある い は ， 百束が東京師範学校を卒業 した翌 年か ら同10 （1877）年に かけて ， 石川県

人で ある上村要二 郎，長尾含 （以上明治 8 〈 1875＞年 7 月卒），内山行貫 （明治 8 〈1875＞年

10月卒）， 神保龍玄 （明治 8 ＜ 1875 ＞年 11月卒），三 輪正 （明治 9 〈1876 ＞年10 月卒），松沢

吉太郎 （明治10＜1877 ＞年IO月卒） らが 同校を卒業 ， 上村と内山が石川県師範学校 ｝こ奉職 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （・24 ）

て い るよ うに ，漸次指導者層が 増加 して い っ た こ とか らうかが い 知 る こ とがで きる。前記教則

は ， 明治11 （1878）年更 lc改正 されて い る 。 「小学科準則」が それ で ，翌年示達された 「小学
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （zs・）
科準則凡例」並びに 「小学準則条例及施行順序」 に よれ ば，小学科は村落対象の 第

一
号 準則科

（修業年限 3 年），市街地対象の 第二 号準則科 （同前 4年）及び第二号準則科卒業生対象の 第三

号準則科 （同前 4 年）の 三形態 に編成 され ， 特に 第三号準則科で は男女別の 教則が 適用 され る

よ うに な っ た。 第二 号準則科及 び第三 号準則科で は ，「体操」は学科目と して 位 置づ けられ，

そ の 内容は 「体操書 二 依 リ毎 日三十分之 ヲ為サ シ ム 　但時間 ヲ伸縮ス ル ハ 教員 ノ 意 二 任 ス 女子

ハ 体操 ヲ換 フ ル ニ 遊戯 ヲ 以 テ ス 」 と い うもの で あ っ た 。
こ の 改正 で 注目す べ き こ とは ， 体操科

指導 に お ける男女別の 取 り扱 い方が教則上初め て 打 ち出された こ とや ，「体操」 科 の 内容が体

操図か ら体操書に か わ っ た こ とで あろ う。 こ の 女児に 遊戯を課す る こ とは他県に も見 られ ， 例
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （26）

えば，福井県で は，女児 に 「嬉戯或ハ 弄鞠 ノ 類」（明治 9 ＜ 1876＞年冫を，三 重県で は 「小学体操
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cz7）

書 ニ ヨ リテ 之 ヲ授 ク。 （女子 ハ 遊技 ヲ 以 テ之 二 代 フ ）」（明治 12〈1879＞年）とい うよう1こ，それ

は全国的な傾向であ っ た 。 この小学科の 遊戯は ， 体操書に記載されて いた遊戯も参考 に されたで

あろうが，福井県に見 られた よ うな 日常の伝承的遊戯が主で あ っ た と考え られ る 。

　次に， こ の 「第三号女児小学準則」 の 制定 と関連 して ， 先述の 女児小学校の 状況に つ い て 検

討を加 え て お こ う。

’
当初 ， 女児小学校 の 学科目は 「読書 ・筆算 ・裁縫 ・修身口授」 （明治 7 〈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2a ）

1874 ＞年 には手芸が加 えられる）で 始め られた 。 当時の 賢坂辻 女児小学校卒業生 も学習状況に
　 　 　 　 　 　 　 　 cz9 ）

つ い て 報告 して お り， 明治 10年頃まで は遊戯らしきもの さえ も指導 されなか っ たよ うで ある 。

そ の 後 ， 「第一一大区女児小学 （石川郡） 教則」 も示 して い るよ うに，「小学準則」 に呼応 して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3o）

上記学科 目に 「嬉戯」 も加 え られ るよ うに な り，簡易小学校と して 出発 した女児小学校 も時代

の要請に対庵しなが ら漸次そ の 内容 を充実 して い っ た 。

　 「教育令」が制定 される と，石川県は，明治 13 （1880） 年 4 月， 模範教則 とも呼ばれ た 「石
　 　 　 　 　 c31 ）

川県小学教則」 を定めた 。 こ の 教則で は，小学校 は尋常科 （第 5 級〜第 1級） と高等科 （第 4

級〜第 1 級） に分 けられ ， 体操は 「毎 日他課時間外大約三 十分以下之 二 同 シ 諸種 ノ嬉戯及 ヒ 運

動 ヲナ サ シ ム 」，但し，尋常科第 3級 〜 第 1 級の 「女児ハ 適宜 タ ル ヘ シ 」 と規定 された 。 従来

遊戯だ けで あ っ た女児に お ける体操科の 内容に 「運 動」 が 加え られた の で あ る 。 こ の 「運動」

は広い 内容を もち ， 当時活用され て い た 「体操書」 に示 され て い る徒手運動 ，手具 の 運動，器
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械運動，走 ・ 跳 ・ 投など 「遊戯」以外の 身体的活動 も含まれて い た 。 こ の 模範教 則 の 採用は 自

由で あ っ た ため，県内で は教則の 自由編成が 行なわれた 。 時に体操科で は，女児対象 の 「運動」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （32）

へ の 対応 が問 題 とな っ た。例え ば，「鳳 至 ・珠洲教育協議会 日誌」 には ， 「東京幼稚園 二 行 ハ ル

丶 運動唱歌 ヲ女児 ノ運動 へ 加 ヘ タ シ トノ動議 モ ア リタ レ トモ 賛成者ナ ク シ テ消滅 シ ……
」 と記

され ，大聖寺町 の 女児小学校で ある京逵 小学校の 沿革史には，明治 14 （1881）年 3 月 「卅
一

日
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （33）

生徒一統石動 山二 運動ス」 と記 されて お り，女児に対する 「運動」指導の問題は石川県初等教

育界の 大きな関心 事で あ っ た 。

　明治 14 （1881）年 ， 石川県は 「石川県学事通則」を発 し， 教則 の 編成権 を県に もどし，文部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （34 ）

省の 「小学教則綱領」 に基づ い て 「石川県小学教則」を定め た 。
こ の 教則で は ， 小学校は初等

科 ， 中等科 ， 高等科の 三科に分け られ ， 体操科に は遊戯 （初等科 1 〜 2年），徒手運動 （初等

科 3 年．中等科
噛
4 〜 5 年），器械運動 （中等科 6 年，高等科 7 〜 8 年）が配 当された。なお ，こ

の 指導内容と ともに ， 「教授要 旨」と して の 体操科にお ける 目標も提示 され た 。 しか し，そ の実

施 に つ い て は 「毎 日授業時間外 二 於テ大約二 十分時間適宜之 ヲ課 ス 1 とい うもの で，従来の教

則の 域を出なか っ た 。 ま た上記の 通則 には ， 体操科に専門の 教員を配置する こ と ， 遊歩 ・体操

の ため の 場所を設け る こ とな どが規定 され た 。 こ うした体操科 に対す る県当局の 積極的 な取 り

組み は，近 い 将来必須教科 と して 体操科が位置づ け られ る こ とを予知 し た もの で あ っ た 。 即 ち，

　明治 17 （1884）年 の 教則改正 に よ っ て ，体操科は必 須教科 と して 正 式 に位置づ け られ たわ け
　 　 く35 ）

で あ る 。 明治 17 （1884）年 の 石川県年報が 「体操科ハ 梢教員其人 ヲ得 タ ル ヲ以 テ山間僻 陬ノ外
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （36 ）

ハ 大概実施 ス ル ヲ視 ル
……」 と報告 して お り， こ の 教則改正 時の 前後 に は ， 体操科専任の 教員

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛37｝

の 配置や体操場 の設置な ど ， 管理 面で の 努力が県当局 に よ っ て な された 。 こ うした動 きの なか
　 　 　 　 　 v　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　 （38 〕

で ， 民間で も 「各小学校ノ 請求 二 応 シ
……体操用 器械 ヲ製造」 と い っ た事例 も見 られた 。

　 こ の 教則改正によ っ て 最 も苦慮した点は ， 体操科に おけ る女児 の 指導内容で あ っ たか も知れ

な い 。 明治 18 （1885）年に 石川 郡Q 学務委員が ，当局に対 し女 児小学校で あ る 「南小学校校舎

ハ 従来狭隘ナ ル ヲ似 テ
・…・体 操 二 充 ツ ヘ キ場所無之 二 付追 テ其場所相設候迄該科停止致 シ 度相

（39 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）

伺」を提 出した り， 羽咋郡教育諮問会 で は ， 「女子体操ノ 可 否」 （明治 19〈 1886＞年）が討議さ

れて い る こ と， ある い は改正 年時かち 1 〜 2年遅 れ て 女児小学校に体操が指導され始め た こ と
　 　 （41 ）

な どは ， そ の 聞の 事情を物語 っ て い た 。 こ の 女児 に 課せ られた体操科にお け る体操は ， 明治 15

（1882）年に 和田権五郎 （1854 ？− 1931）が 体操伝習所 よ り持ち帰 り普及 した 「新制体操法」で
　 　 c4z ）

あ っ た 。 明治19 （1886）年頃よ りこ の 体操法を学ん だ石川県師範学校出身の 教員が教育界 に活
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）

躍するよ うに な っ た こ と ， ま た同年 3 か月間女教員対象 の 体操講習会が開催 され た こ どな どか

らもこ の こ とは明 らかで ある 。

一方，伝承的遊戯か ら始ま っ た体操科の 遊戯 に も，新 しい 教材

を求める動向が 出始めて い た。当時 ， 数少な い 遊戯指導の 手引書で あ っ た 「戸外遊戯法」が ，

県下の小学校で も活用 ＊£15）そ の 指導の 充実 順 献 した 。 特 に ・瞰 孅 の登場 ｝噺 しい動向の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 c46 ）
一

っ で ，「石川郡学報」は ， 当時行なわれた同郡小学校 の 「体操運動会」報告に 「女児ハ 種 々 ノ

遊 戯 二 唱歌 ヲ交 ヘ リ」 と記 して い る。 こ の 唱歌遊戯の 導入 は，新 しい 女児遊戯の 展開 と して 注

目すべ きこ とで あ っ た 。 唱歌遊戯は 唱歌 と遊戯の 結合 した もの で ， 両者の 採用状況が 問題 とな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （47）

る 。 石川県 の 女児小学校で は明治15 （1882 ）年頃か ら唱歌指導が始め られ て お り， 石川県師範
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （48）

学校で は 同 18 （1885）年か ら開始され て い る 。 以後 ，
こ の 唱歌遊戯は ， 女児遊戯の 主 流と な る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （49）

の で ある 。 前述 したような運動会活動や遠足の 実施 も明治 10年代後半に入 り活発化 して おり，
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こ う した課外活動的運動の 台頭 もこ の 期にお ける新 しい動向の
一

つ で あ っ た 。

C2｝ 小学校令期の 体育

　従来，教育の 根本 を示す もの で あ る教則 は文部省の 指示 の もとで地方の 実情に応 じて 編成さ

れ て い たが ， 明治 19 （1886）年の 「小学校令」 以後 ， 教則 は全 国一律に適用され るよ うに な っ

た 。 こ う した教育の 国家統制的な姿勢 は当時の 森文相の 「国家第一主義」か ら生まれたもの で ，

こ の 姿勢 は，以後数回 の 改正に よ っ て よ り強化 され て い っ た。そ の 強化は，特に修身科 と体操

科に見られた よ うで ある。

　 明治 19 （1886）年の 「小学校令」で は，「体操」科 は必修 とされ，「幼年 ノ 児童 ニ ハ 遊戯梢長

シ タ ル 児童 ニ ハ 軽体操男児 ニ ハ 隊列運 動 ヲ交フ 」 とされ．新た に隊列運動が加え られた 。 石川

県で は ， 文部省令第 8号 に よる 「小学校 ノ学科及其程度」に基づ き 「小学校学科及程度実施方
　 c5o ）

法」を定め ， 明治20 （1887）年 4 月よ り実施 に移 した 。 それに よれば，尋常小学校 （第
’
1学年

〜第 4 学年）に は遊麟， 準備法 ， 軽体操が，高等小学校 （第 1学年 〜第 4 学年） ICは軽体操及

び隊列運動が各々 週 3 時間配当され た 。 準備法 とは ， 集合 ・解散 ， 整容 ・体息 ， 番号 ・整頓な

どを含む活動で ， 「人身自然ノ 姿勢 ， 歩調 ， 分列等総テ体操ヲ為サ ン トス 前 二 於 テ ，緊要 ノ用意
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛51 ）　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　

’

ヲ教授 ス ル 為」の もの で あ っ たも また軽体操 とは準備法，矯正術，徒手体操，唖鈴体操，球竿
　 　 　 　 　 　 　 （5z）　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　

’

体操を含む もの で ， 明治21 （1888）年兵式体操と改称され た隊列運 動は 「兵式教練の 徒手で行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （53 ）

なわれる集団行動」で あ っ た。

　体操科 に おける女児へ の 対応 は教育令期か ら見られたが ，そ の 進展 は遅々 た るもの で あ っ た 。

当時女子 の 初等教育に対する一般社会 の 考え 方 は，「石川県 尋常科高畠小 学校下 村民 気風 ノ概
　 （54）

略」 に見 られる 「女子ハ 徒裁縫ノ ミニ シ テ 事足 ル 可 シ 何 ン ソ他ノ学科ヲ科ス ル ヲ要 セ ン ヤ ……

学校 二 於テ 唱歌及 ヒ体操 ヲ科 ス ル ヲ殊 二 嫌 ヒ 学校 ハ 何 ノ所 ソ我 力室 トス ル 子女 ヲ シ テ芸者 ノ所

業 ヤ獅子舞 ヲナサ シ ム ル ヲ欲 セ ス ト云 フ ニ 在 リ……寧 ロ 我家 二 帰ラ シ メ農事二 従フ ハ
ー

層利益

ヲ得 ヘ シ 」 とい うもの で あっ た。従 っ て，教育現場で も，鹿島郡尋常科七 尾小学校で の 「女子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （55）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔56 ）

部 ハ 普通体操ノ梢活発 ナ ル モ ノ ヲ演習セ リ」 とい う事例 もある が ， 能美郡尋常科土室小学校や
　 　 　 　 　 　 　 （57 ）

河北郡 百坂小学校の事例の よ うに ， 体操を課 さなか っ た り， 体操を唱歌に振 り替えた りする事

例 も多 く見 られた 。
こ うした社会状況や教育情勢の 中で ， 県当局は県下女子小学教員の 短期養

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．〈　5S ）

成 を目的 とした 「石川県 女子講 習会規則」 （明治 22＜18
’
89＞年）を設 けて 改善を図 っ た 。 こ の

講習会 は石川県尋常師範学校 内で もたれ，養成期間 1 か年で あ っ た 。 そ の 講習内容 に 「遊戯 ，

　単音唱歌」を主体とした 「唱歌及体操」が含まれて い た 。 こ の 開設は ， 早急の 対応を必要 とし

て い た女子初等教育界にお ける教員不足打解 に対す る県当局の苦慮の 表われで あ っ た 。

一方 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈59）

男児の体操で は ， 「小学校生徒隊伍編成規程」 （明治21〈1888＞年）が定め られ ， 兵式体操の偏

重傾向が強め られて い っ た 。 こ の こ とは ， 明治22 （1889）年の 石川県学事報告の 中に 「体操ハ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6o ）
一般 二 兵式 二 偏重 ス ル ノ 傾 ア リ甚シ キハ 殆 ン ト普通体操 ヲ課 セ サ ル 処 ア ル カ如 シ 」 と い う報告

か らも明 らか で ある 。 な お ， 男子の 兵式体操偏重の 姿勢は ， 例え ば， 江沼郡山代小学校 の 「本

校男児生徒赤 白ノ ニ 組 二 分チ ヌ 別 二 女子隊 ヲ編成 シ テ 山代字大平山 二 至 リ遊戯体操旗奪等 ヲ ナ
　 　 c・61）

セ リ」の記録に も見られ るよ うに ， 女児の 体操科に おける指導内容に も少なか らず影響を与え

た 。

　 明治23 （1890）年 ， 「小学校令」 が改正 され，同24 （1891）年 には 「小学校教則大綱」 も打
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （62 ）

ち出されて 道徳教育 と国民教育 を強調 した教育 目標や 学科 目標が明示 された。小学校は修業年

限 3年 と 4年の 尋常小学校 と修業年限 2 年 ， 3 年な い し 4年 の 高等小学校の 二 種 とされ ， そ の

他実業教育の ため の 一部学科の 附設などもで きるようにな っ た。 こ の大綱で示された体操科の

目標 は 「身体ノ成長 ヲ均斉 ニ シ テ健康ナ ラ シ メ 精 神 ヲ快活 ニ シ テ 剛毅ナ ラ シ メ兼テ 規律 ヲ守 ル

ノ 習慣ヲ養 フ」 こ とで あ っ た 。
こ の よ うに ， 体操科の 目標は ， 従来の 身体的目標に 精神的 目標

も加 え られ拡大 され た の で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c63 〉

　石川県は 「改正小学校令」に基づ い て ，明治拓 （1892）年 ， 「石川県小学 校教則」 及 び 「各

教科 目ノ程度及毎週教授時間配 当表」 を規定 した。体操科で は両小学校 とも男女別 の教科課程

が編成 され ，女児 の 指導内容は遊戯及 び普通体操 と され た。当時の 女児体操科の実施状況の一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c64 〉

端は ， 「石川県小学校実施諮問条項答申」 （明治 26＜1893＞年）｝こよ っ て 報告 されて い る。 それ

に よ る と ， 金沢市 ， 鹿島郡 ， 珠洲郡 ， 羽咋郡 ，鳳至郡で は女児に遊戯及び普通体操が課せ られ，

石川郡 ， 河北郡，能美槨で は遊戯だけが課せ られて い た。 なお ， 高等小学校で女児に普通 体操

が課せ られた の は ， 金沢市だ けで あ っ た 。 こ の 女児体操科の 指導内容を小学校令期初期 と比較

した とき，か な りの 進展が み られ る が ，未だ地域毎の 較差 は大きか っ た 。 それ は ， 石川郡 や河
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （65 ）　　　　　　　　

’

北郡が 「是県下ノ因襲ニ シ テ
ー
般 二 其違法ヲ尤メ ズ 」， 「父兄 バ

ー般 二 女子 二 体操 ヲ為サ シ ム ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛66 ）

ヲ好 マ ス 強テ 之 ヲ課 セ ン トス ル 時ハ 却テ就学 ヲ 減 ス ル ノ傾 キ ア ル 」 と報告 して い る よ うに ，女

性 に対す る 封建的な社会的因襲が背景に 存在 したか らで あろう。

　
一方，遊戯は体操と異な り前述 の よ うな県下全域 に普及 し， 内容 の充実が見 られ た 。 その 内

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （67 ）

容を運動会 （明治25 ＜1892＞年〜同31＜1898 ＞年） の 演技種目に よ っ て 検討 した とき ， 「風 く

る ま ・ 家鳩 ・ 小猫 ・渦 く水 ・民草 ・ 霞か 雲か ・ 蓮華の 花 ・進め進め ・ 花門 くぐり な どの 唱歌遊

戯，蜘蛛 ・ポイナ イ ズ ・観兵式 ・七宝行進 ・車 ・十字行進 ・方形行進な どの 行進遊戯 ， 西 洋鬼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （68 ）

な ど の 競争遊戯」 が指導され て い た 。 「石川県尋常師範学校附属小学校唱歌教授細目」（明治26

＜1893 ＞年）に は，、「尋常一二 学年 』於テ ハ 主 ト シ テ遊嬉 ノ 唱歌 ヲ 授 ク是遊嬉 ヲ課 ス ル ニ 必要

ナ レ ハ ナ リ」 と示 されて お り，特 に低学 年 にお い て 唱歌 と遊戯 が密接 に 関連 して発展 したよ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （69．）
うで あ る 。 当時の 行進遊戯は 歌に合わ せ て 十字や方形 に行進する程度の もの で あ り ， 明治26

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7o ）

（1893）年に 文部省が 女子の 競争遊 戯に お ける不適切性を指摘 した こ ともあ り， そ の 実施 も低調

で あ っ た 。 なお， 遊戯の手引書 と して 「遊戯 ノ技折」 （明治 27〈 1894＞年発刊） が能美郡で 使
　 　 　 　 　 　 　 　 c71 ）

用 され た記録 もあ り， 先に出版されて い た 「戸外遊戯法」とともに活用 された もの と思われ る。

以上の よ うに ， 遊戯は ， こ の 頃か ら多様化の 傾向を強め ， 低学年及び女児の ため の 主要な教材

と して 位置づ けられて い っ たの で ある 。

　教育令期に 始ま っ た女児参加の 運 動会や 遠足は，小学校令期 に入 りますます盛 ん とな っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （72 ）

明治 27 （1894）年 9 月に は ， 金沢市 内小学校女児の 運動会が大乗寺山で 開催 され るなど，女児
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （73）

だけの 運動会が実施されるまで に発展 した 。 また遠足 も， 初期 に は 「遠足運動会」 とも呼ばれ

たよ うに ， 運動会 と関連 しなが ら活発化 して い っ た 。 遠足時の 女児の服装が 問題視され始め た
　 　 　 　 　 　 　 （74 ）

の もこ の 頃で ある 。 女児の 就学問題 ともか らみ ， 県当局は遊 歩運 動 に 際 し， 「女生徒 二 於テ盛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈T5＞

粧ヲ競フ カ如キ ハ 為二 無用 ノ費ヲ為ス ニ 至 り其弊少シ トセ ス 」 と学校長 に訓告 して い る 。
こ う

した 女児 の 課外活動発展の背景に は，国家的立 場 で 眺め た 場合， 「教育勅語」を中心 と した国
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （T6 ）

家主義思想の 強化， 戦時体制 へ の 整備，ある い はそれ に伴 う 厂体育及衛生 二 関 ス ル 訓令」な ど
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7T ）

に見 られ る体育奨励策な どが あ っ た 。 しか し ， 現場で は ， 運 動会 に教育の 理 解を深め就学 を促

進す る とい う配慮が あ り， 遠足に も 「娯楽性 ， 訓練 性及び集団性 とい っ た体育的価値」以外 に，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔78）
直観教授性 とい う教科的 ・方法的価値を求め る とい う動向が見 られ た の で ある 。

　 2． 女 学校 の 体育

　師範学校は 「学制」（第39章）で 教員養成を行な う学校で あ ると規定された後 ， 明治 12 （1879）

年の 「教育令」及び 同13 （1880）年の 「改正教育令」 に よ っ て 府県 に よ る設置とそ の 設置義務

が明 らか とな っ た 。 翌 14 （1881）年に は，「小学校教則綱領」 「中学校教則大綱」 とともに 「師

範学校教則大綱」が 定め られ ， 師範学校の教育 内容が 規定 された 。 同大綱 に よれ ば，「学校制
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （79）

度上 師範学校 の 位置は ，学科 の 程度か らみて，中学校程度，もしくはそれ以 下 の 学校で あ っ た」

と言われ て い る’
e 明治16 （1883）年に は ， 「府県立師範学校通 則」 が定め られ ， 師範学校の 設

立及び管理 に つ い て の総合的な規定が打ち出され，「師範学校教則大綱」 とともに 師範教育に

おける内容 の整備 と統一
化が促進 され た 。 わが 国の 近代教育制度の 基本計画は ， 初代文部大臣

森有礼によ っ て な され た と言われ る 。 森文相 は，就任後 の 翌年 「帝国大学令」「師範学校令」

「小学校令」「中学校令」の 四 つ の 学校令を制定 して い る 。 、
こ の 「師範学校令」で 師範学校の 目

的や教員の 資質が明示 され ， 高等 と尋常 の 学校種別，経費の 負担者 ， 卒後 の 資格な どが規定さ

れた 。 そ の 後 ，
こ の 法令に基づ い て 学科とそ の 程度 ， 生徒募集 ， 卒業生の 服務義務 ， 学資支給

な ど の 諸規則 も定め られ，師範教育 の 制度並びに 内容が体系化された の で あ る 。 森文相は，普

通教育 の 刷新を師範教育 の 改革に求め ， ピ教員養成教育 に お い て ，教員と して 適切優良な人物

を養成す為こ とが基 本で あ る」 と考 え tSIO
）

そ うした師範教育重視の 姿勢 は 「師範学校令」規定

の 「順良　信愛　威重」 とい う教員の 特性を示す三気質に も見 られ，こ の 教育における人物養

成は全寄宿舎制 と兵式体操重視 の 軍隊式訓練によ っ て 具現化 された 。 後に，い わゆ る 「師範 タ

イ プ」 と言われ た教師像 は ，
こ の よ うな制度的な特質か ら生 まれ た もの で あろ う。

　明治 7 （1874） 年か ら同 19 （1886 ）年頃まで の 女子尋常師範教育 （以下 ， 尋常を省略） は ，

地方 の教育事情に より単独の 女子師範学校，あるい は男女併学の 師範学校 とい う形態で行なわ

れ て い た。従 っ て ， そ の 目的，教育内容 ， 修業年限な どは 同
一

で な く，地 方色の 濃 い もの で あ

っ た 。 明治18 （1885）年 ， 財政上 の事情か ら女子師範学校 はすべ て 男子師範学校に 併合 された

後 ， 「師範学校令」公布前後か ら師範学校女子部 （例え ば，明治 20〈 1887＞年に は 1府 16県に

お い て 設置された） とす る動 きが 出始 めた 。 こ う した動きの 中で 文部省は 「師範学校令」に伴

う細則 で ある明治 19 （1886）年 5 月制定 の ・「学科 及 其程度 」 を改正 して い るが ， そ の 明治22

（1889）年 の 改正版 によれば ， 女子 に課すべ き学科は倫理 （明 治25 ＜ 1892＞年 ， 修身と改め る）・

教育 ・ 国語 ・ 数学 ・ 地理 ・ 歴史 ・ 理 科 ・ 家事 ・ 習字 ・ 図画 ・ 音楽 ・ 体操で ， 修業年限が 3 年と

され た 。 こ こ に初め て女子師範教育の 基礎が 出来上が っ た の で あ る 。 そ の 後 ， こ の 「学科及其

程度」 も再改正され，「師範教育令」 （明治 30〈1897 ＞年）の 公布まで 女子師範教育 の 内容は漸

次整備 ・充実 されて い っ た 。

　高等女学校 の 発展は 「学校令」 時代 に入 っ て も極め て遅々 た る もの で，高等女学校に関する

特定の 法規 も長 らく存在 しなか っ た 。 明治 24 （1891）年 ， 「中学校令」が 改訂 され ， 「高等女学

校 ハ 女子 二 須要ナ ル 高等普通教育 ヲ施 ス 所 ニ シ テ尋常 中学校 ノ種類 トス 」 と規定 され た の が最

初で ある。 明治28 （1895）年 に は ， 「高等女学校規程」が定め られ ， 学科課程 ・修業年限 ・入
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学資格に関する規定が で き， 本格的に 整備されて い っ た 。

1）　女子師範学校の体育

　地方の 教育事情によ っ て 独自の 教育形態が とられ て い た発足当初の 女子師範教育 に つ い て は ，

前述の 通 りであるが，石川県 も例外で はなか ？ た 。 師範学校の 校名変更の 激 しさ も示すよ うに，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （81）

明 治20 （1887 ）年頃まで の 女子師範教育 は不安定 な もの で あ っ た。「石川県教育史」 に よれ ば ，

石川県に おける師範教育 は ， 明治 7 （1874）年 8 月 に設置され た集成学校 に始 ま る 。 また女子

師範教育 は，明治 8 （1875 ）年 5 月，金沢 の 松原町女児小学校内に 女教員 2 名と生徒20名をも

っ て下等小学師範科を内容と した石川県女子 師範学校を誕生させ た こ とに始ま る 。 ちな みに，

こ の 石川県女子師範学校 の創立は，わが国の 地方 に おける女子教員養成機関 と して全国最 初の
　 　 　 　 （82）

もの で あ 軌 石川 県にお ける唯
一

の 女子 中等教育機関で もあ っ た 。 同年 9 月 ， 運営上の 問題か

らこ の女子師範学校は石川県師範学校 へ 移転 ， 教職員は男子校で ある石川県師範学校か ら派遣
　 　 （83）

された。そ の 後，明治 10 （1877）年まで に富山及び福井 に分校が設立 され ， 校名も石川 県第＝

女子師範学校 （金 沢）， 石川 県第二 女子師範学校 （富山）， 石川県第三女子師範学校 （福井） と
　 　 　 　 　 　 〔84）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔85）

改称 され て い る。当時，女子師範学校を開設 した の は岡山県 と愛媛県だ けで あ り， 石川県当局

の 女教員養成に 対する熱意が うかが え る。 しか し，
こ う じた充実に もかかわ らず ， そ れ は広汎

な教員需要を満たす もの で は なか っ た。 明治 10 （1877）年 の 石川県第一女子師範学校 の 卒業生
　 　 　 　 　 　 　 　 くe6）

が 9 名で ある よ うに ， 「交通未発達 の 頃 として ， 金沢を遠 くはなれた僻地の教員養成 は い ろ い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （87 ）

うと至難な点が 多か っ た」の で あ る 。 明治 13 （1880）年以降 ， 石川県で は，管下 にお け る女子

師範学校 の 校名変更や分離を行な い ，同16 （1883 ）年11 月に は石川県師範学校女子部 を再出発
　 　 　 　 （ea）

させ て い る。．そ の 後，県は 「師範学校令」 の 公布によ り石川県尋 常師範学校女子部 と改称，こ

の 法令に 基 づ く県関係 の諸規定を定め ， 女子師範教育に おける内容の 充実や校舎 ・ 設備 の 整備

を図 っ た。

（1｝ 学制 ・教育令期の体育

　石川県師範学校の教則の 中に 学科 目と して 「体操」が登 場 した の は，明治 8 （1875）年 7 月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s9）

の 「石川県師範学校教則改定」か らで あ り， また 女子 師範学校 の場合 ， 明治 9 （1876）年の 改
　 　 　 　 　 　 　 （90）

正教則か らで ある 。 その改正教則によれ ば ， 男女校とも 「体操ハ 雌時間ノ外タ ル ヘ シ」とあり，

「体操」 は学科目として位置付けられた だけで ，実際 は授業時間外の 取り扱 い で あ っ た 。 従 っ

て ， 他教科に 見 られ るよ うな具体的内容は明示 されず ， そ の 実施 も不明な点が 多い 。 しか し，

内容に関して は，明治 7 （1874）年の 「石川 県小学教則」 に 「体操」 科は 「授業時間ノ 中五六

分宛休暇 トシ ー日両三 度体操 ヲ ナ サ シ メ或 ハ 各課終テ十分許 ナ サ シ ム ル 等校 ノ適宜 ニ ヨ ル 其業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （91 ）

ハ 師範学校板体操図 ニ ヨ ル ヘ シ 」と記 されて お り， こ の 「師範学校教則」 中の 「体操」 は東京

師範学校板体操図で あ っ た と考えて よ い だろ う。またそ の 実施 の 有無 に つ い て も，当時東京師
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （92）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 cg3）

範学校卒の 教員が着任 して い た こ とや ， 体操場が 設け られ て い た こ とな どか ら， 少な くとも石

川県師範学校で は業間ある い は課外で 指導 された と考え る べ きで あ ろう。 明治 10 （1877）年制
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛94）

定の 「女子師範学校通則」 を見る と，学科内容は石川県師範学校の学科内容に比 して 簡単な も

の とな り， しか も女子 向き の 「手芸」， 「治家学」 （治家，経済， 料理 術）， 「教育法」（体 の 教 ，

心の 教，道の 教），体操 に代わる 「嬉戯」 な ど の学科が採用され て い る 。 制定当初， こ の 「嬉

戯」 は 「当分欠 ク」とされて い たが；明治 8 （1875 ）年頃，「嬉戯」を既 に導入 して い た愛知師
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　 　 （95 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（96）

範学校で 学ん だ土 師雙他郎が同 9 （1876）年石川県師範学校訓導 と して 着任 して い る こ と，・同

11 （1878）年か ら小学校で も 「嬉戯」が導入され た こ と ， ある い は同 10 （1877）年頃の 教科書
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9？）

に イギ リス の 遊戯を紹介 した 「童女筌」 が用い られて い たこ とな どか ら，教則制定間 もな く遊

戯主体の 「嬉戯」が実施され た も の と考え られ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （98 ）

　明治14 （1881）年の 「師範学校教則大綱」 に 「体操 ハ 適宜之 ヲ授 ク ベ シ」 と示 された こ とを
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cg9）

受け ， 石川県金沢師範学校は 「心理学ノ如キ体操唱歌 ノ如キ其新二 加 フ ル 所ノ学科」 開講の 準

備に 入 っ た 。 即ち ， 同校で は ， 明治 15 （1882）年 1 月 ， 同校二 等 助教諭和田権五 郎を体操伝習
　 　 　 　 　 　 　 “ oo）

所の 第 1 期伝習員 と して ，ま た ， 同年 8 月，土師雙他郎，原政矩及び堀敷矩の 3 名を教育心理
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （101）
と体操の 師範学科取調員と して 東京師範学校 と体操伝習所へ 留学 させ て い る 。 和田が 帰県 した

1 か月後 の 明治 15 （1882）年 8 月， 「石川県金 沢師範学校規則」 並びに 「石川県金沢女子 師範

学校規則」が改定され て い る 。 それ に よれば，「体操」は 「気血 ノ 運 動 ヲ 善 ク シ身体 ヲ 強壮 ニ

シ且其術 二 熟 ス ル ヲ主 旨 トス 故 二 徒手又 ハ 棍棒唖鈴等諸器械 ヲ用 イテ種 々 ノ 運動法 ヲ授 ケ筋肉

ノ伸縮其度ヲ得血液ノ循環其宜二 適 シ並 二 小学児童 二 授ク ヘ キ遊 戯及 ヒ 運動 ノ方法 ヲ練習 セ シ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1o2）

ム ル ヲ要 ス 」 とされ 「定時限外毎 日 （土曜 日 ヲ除 ク）三 十分」課せ られる よ うに な っ た 。 こ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （103 ）

規則改正後，和田 は当時体操伝習所で 改良 された 新制体操海を石川県金沢 師範学校 の 体操科 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ　　 （104＞

導入 し ， 体操科の 指導内容を一変 させ ， 更 に ， 土師や 原が帰県 （明治16〈 1883＞年 7 月）する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （le5）

や ，こ れ ．ら両名 と も協力 して ， そ の 普及 に盡力 して い る 。 新学科導入時の 師範教育の 状況に つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （106＞

い て ， 明治 16 （1883）年の 石川県年報は ， 次の よ うlcee告 して い る 。

　主 ト シ テ心 理 学教育学学校管理法教授術体操 ノ 教授二 従事 セ シ ヲ以 テ 大 二 該諸科 ノ面 目 ヲ
ー

新 シ 体操ノ

器械等漸次整備 シ 教授方 モ 随 テ緒二 就キ タ り．

　こ の 報告 は男子校中心の 報告 とも考え られ るの で ，女子校の 対応に 関 して更に検討する必要

があ ろう。 当時の 女子校 は男子校 と同敷地 にあ り， 男子校教員が兼務で そ の 教育に当た っ て い

た 。 しか も明治 15 （1882）年 の 改正規則に お ける体操科 の 内容は，男 子校 ， 女子校 と も同
一

で

あ っ た。 しか し， そ の 内容に は女生徒に とっ て 学習の 困難と考え られて い た器具演習も含まれ

て お り，女子校で はそれを全面実施 した とは考え られ な い 。 即 ち， こ の 改正教則 は形を整えた

だけ で あ り， 新制体操法導入当初 は従来の 「嬉戯」 の 指導が中心で あ っ た と考え るべ きで あろ

う。 石川県の よ うに教則の 中に 「徒手演習器具演習」を採用 した学校には ， 例えば，青森県女
　 　 　 　 （107）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（108）

子師範学校や新潟学校女子師範学科などが あ っ た 。 石川県師範学校女子部で は ， 明治 17 （1884）

年 8 月，教則を改正 し，従来業聞ある い は課外 に 行なわれて い た体操科の 指導を週 2 時間 （軽
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （fO9）

運動く新制体操法〉）定時限 内に実施する よ うに 改め た 。 明治 17 （1884）年 の 石川県年報は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （110 ）

「女子 ノ 体操 ハ 従来実地 二 施行 セ サ リシ ヲ改則 ト共 二 実施セ リ」と記 して い る 。 こ こ に初め て体

操科が ， 学科目と して確立 した の で あ る。 そ の 意味で ，時勢 に遅れまい とする県当局の理解は

勿論の ことで あるが ， 和田 ら研修員の 帰県後に見 られた新制体操法普及の 努力は，女子師範教育

上 評価すべ き もの があ っ た と言えよ う 。

　石川県師範学校女子部の 明治 17 （1884）年教則改正 後にお ける体操科指導内容に関 して は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （111）

明治 18 （1885）年刊行 の 土 師雙他郎校閲 ・和田権五 郎編輯 「普通小学体操法」 に よ りそ の 一端

を うかが い 知 る こ とが で きる 。

　同書の 内容は 「整頓法」，「矯正術」，「徒手演習」，「唖鈴演習」，「球竿演習」，「二人球竿演習」，
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「木環 演習」及び 「棍棒演習」で あり，領域毎に小学校 児童及び女生徒 に関 して の実施方法が 詳

細に解説され て い る。特に女生徒に対して は ， 「二 人球竿木環 ヲ 除キ他 ハ 皆女子 二 授クル モ 妨

ケナ シ」 とい う見解が貫 かれ，各演習に は次の よ うな配慮が見 られ た 。 即ち，「整頓法」で は

「駈足法」， 「二 人球竿演習 二 距離ヲ取ル 法」， 「木環演習 二 距離ヲ取ル 法」及び 「矯正術徒手唖

鈴球竿 及棍棒演習ノ距離 ヲ閉 ツ ル 法」 の 除外，「徒手演習」と 「唖鈴演習」で は 「歩尺」（歩幅）

の縮小 と股間の 「密附」， 「球竿演習」で は 「歩尺」の 縮小 ， そ の 他唖鈴及び棍棒の 重量軽減 な

どが示 されて い た。 同書を明治 15 （1882）年刊行の 体操伝習所編 「新制体操法」と比較 したと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （112 ）

き ， 同書の 内容は 「新制体操法」 の それ と類似点の 多 い もの で あっ たが ， 同書には ，   絵図が

用 い られ， しか も解説が 詳細で ある こ と，   小学校児童や女生徒に対する 具体的な 配 慮が 指摘

され て い る こ とに特徴が見 られ た。なお， こ の 書 の 刊行 の 背景 に は， こ れを も っ て 県下の 小学

校 に新制体操法を普及 しよ うとす る意図が あ っ た と考え られ る 。 従 っ て ，こ の 書は当時行 なわ

れた各地 の 伝達講習会で も利用 され，そ の 普及に 成果 を挙げた もの と言えよ う。

　な お ， 和 田らは ， 翌年 ， こ の 書に続い て 小学校児童対象の 整頓法と行進法を内容と した 「普
　 　 　 　 　 　 （113 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1二4）

通小学運動法」 を金沢で刊 行 して い る 。 当時の 「小学校実況諮問条項答申」 の 中で も答申され
’

て い るが ，
こ の新制体操法の 普及 の ため に和田 ら4 名の 留学生は努力 した 。

（2｝ 師範学校令期の 体育

　 明治 19 （1886）年 4 月に 「師範 学校 令」が 公布 され ， 石川県は同年 12月 「文部省令」 （第 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （115 ）

号） に 基 づ い て 「石 川県尋 常師範学 校学 科及其程 度実施方法 」 を 定め た 。 こ れ に よ る と，体操

科で は，尋常科 1 年か ら 4 年まで の 女生徒に 「準備法，矯正術 ， 徒手 ・ 唖鈴 ・棍棒 ・球竿等諸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

法」 を内容 と した 「普通体操」が ，週 3 時間課せ られる ご ととな っ た 。 また こ の 時体操科教科
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （116）

書に は ， 「新制体操法」 （体操伝習所編）が採択 されて い る 。 当時の女子部体操科で は，女生徒

向きに 改良 された新制体操法が実施されて い た 。 「文部省第 13年報附録」 中の 石川県年報は ，

「体操 ハ 東京師範学校女子部 ノ 法 ヲ斟酌セ シ ヲ 以 テ従前屯比 ス レ ハ 梢々 柔順 ニ シ テ女子 ノ体格
　 　 　 　 　 　 　

「
　 （117）

二 適 ス ル モ ノ 丶 如 シ」 と， そ の 時の 指導状況を報告 して い る 。 なお ， 女子部では ， 服装の 改善

や活 力検査 の 実施な どの 新 しい 動向 も見 られ た 。 明治 20 （1887）年度に 入 る と，授業時の 服装

は ， 従来の 「ゾロ リと した着物」 か ら 「束髪に ， 木綿の 着物，同じく縞の 袴 ， 歩 くとキ ウ キ ウ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （118）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（119 ）

音を出す靴」に 改善 され，体操時 も 「筒袖に袴 ， たす きが け」の服装に改め られた 。

一方 ， 明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔120），〔i21 ）

治 21 （1888）年か ら，今 日の 身体検査 とも考え られる 「活動検査」が実施 される よ うに な っ た 。

こ の 「活力検査」の 内容は ， 「身長 ， 臂囲 （右上 ・右下）， 体重 ， 肺活量 ， 胸周囲 （呼吸気時 ・深

呼気時 ・安静呼吸時）， 臂力 （右手 ・左手）」で あ っ た 。 当時の 社会事情 は 「娘たちを脱衣 させ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （122 ）

るだ けで大問題にな っ た」時代だけに ，
こ の 女子部の 積極的な姿勢は注目すべ きこ とであっ た 。

こ の 姿勢の 背景 に は，「生徒ハ 20年後 ノ 日本人 ヲ養成 ス ル ナ リ ト云 フ 所以 ニ ジテ 是又今 日 此師
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （i23）

範生徒力社会一般ノ入民 二 比 シ テ 差ア ル 所以 」 と い う社会 あるい は教育界を リードして い こ う

とい う森文相 の 師範教育理 念が あ っ た と考え られる 。

　「小学校教則大綱」 （明治 23〈1890 ＞年）を受け改正 された明治26−（1893）年の教則に よれば ，

女子 部体操科 に は 尋常科 1年か ら 3年 まで 「普通 体操　遊戯」 が ，また同 3 年に 「体操 ヲ 教授
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （124）

ス ル 順序方法」が週 3 時間課せ られ る こ とにな っ た 。 な お，こ の 時女子部で は，体操科の 「女
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o25 ）

生徒教科書用図書」 として 「普 通体操法」 （文部省）が 採択 され て い る 。

一方， 遊戯は小学校
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低学年に おける主要な体操科教材で あ り，そ の 採用 は当然な処置で あ っ た。 こ の 教則か らは遊

戯内容を明 らか に で きな い が ， 女子部生徒が実習 した同校附属小学校の 運動会演技種 目 （明治
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （126）

26＜ 1893＞年 ， 同31〈1898＞年）に 唱歌遊戯や行進遊戯が見 られる こ とや ．「女子 に して旗奪，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （127）

提灯競争 ， 二 人三 脚 ， 壹人壹脚等の 運動を設けて ……
」 とい う 「石川県尋常師範学校刮磨会雑

誌」 の 記事 な ど か ら唱歌遊戯，行 進遊戯，競争遊戯が 主 た る 内容で あ っ た と考え られ る 。

　終わ りに，明治20年代に入 り漸く盛ん にな っ た課外体育活動につ い て ， 若干の 検討を加え て

お こ う。明 治20 （1887）年 1月，石川県尋常師範学校長が 「各種 ノ 体操及適宜 ノ運動」 を強 く
　 （12B ）

奨励 ， そ の 一環 として 「遠足遊歩1 が 女子部で も頻繁に 実施 される よ うに な っ た 。 当時の 遠足
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （129 ）

は ， 普通 体操の 「規則的な運 動」 に対 して 「自由的運動」 と考え られ ， 唯一の課外体育 活動で

あ っ た 。 勿論，遠足は健康を目標 に した運動形態で あ っ たが，時に は運動会見学を兼ね ．あ る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （130 ），（131＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（132）
い は行進 法の 練習を兼ねて実施され た 。

こ の 運動会見学が運 動会参舶 へ と発展 したよ うに ， 単
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c133）
一な遠足 も近 代的な運動部活動へ と漸次拡大発展 して い くこ と に な る 。

2 ）　私立 女学校 の 体育

　明治 5 （1872）年 「学制」が頒布され ，小学校が急増 して い く情勢下で ，女子中等教育はわ

ずかな進展を見せたに 過ぎなか り た。明治 6 （1873）年か ら同 10 （1877 ）年にかけて 金沢に 54
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．“ 34 ）

の 小学校が 開設 され たが，女 児小 学校 はわずか数校の 開設を みた の み で あ り，「女 に教育は い

らぬ もの 」「女子に 学問は不必要」 とい う社会風潮が 未だ根 強 く残 っ て い たため，明治 10年代

まで は中等教育 を施す女学校が設け られ る基盤は甚だ弱か っ た 。 勿論，こ う した傾向は石川 県

だけで な く全国的な傾 向で もあ っ た 。 こ の 困難な時期 に，金沢 の 地 にひ と りの 外人女性宣教師

に よ っ て 私立女学校が 開設されて い る 。

　金沢 の Winn
，
51］．宅 に 明治 16 （1883）年 5 月頃伝導の た め に 来遊 して い た Hesser

，
　 Mary

Katherina （1853 丿 94）カi，「女子教育 の 放任 されて い る の を見聞，自身が 米国に於 い て 受 け

た高度の 女子教育を 日本の 女 子に もわか ちた い 」 との 建学の 精神か ら， 同 17 （1884）年 10月か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （135）

ら自宅で 4名の 女生徒に授業を始めた 。 その頃は ， アメ リカで はル ッ タ
ー

の生誕 400年を迎え
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Is6）

「ア ジ ア へ の 伝導熱に わい て い た」時期で もあ り， わが 国で も欧化主義思 潮 に よ るキ リス ト教弾
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛137）

圧が軟化 し 「信仰の 復興」が 叫ばれた時期で もあ っ た 。 開校 当初同校は全 く私塾形態を と っ て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （138）
い たが ， 明治18 （1885 ）年 3 月 に 設 立認可 を得て 私立 「金沢女学校」 と して 出発 した 。 同校 の

設立は ， 女子師範学校 とと もに北陸の 女子中等教育に先鞭 をつ け，先駆的役割を果た した もの

として 注 目 しなければ な らな い 。 そ の 教育実践は宗教色 の 濃い もの で あ っ たが ， ア メ リカ的な

近代的教育を志向 した もの で あ っ た こ とか ら，同校教育の 発展過程 に は石川県教育史上評価す

べ きもの が 多 く見 られ た 。 なお ， 同校が設立 され た とき の 私立女学校は，法令上 は 「各種学校」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （139）

に属 して お り，明治19 （1886）年以 後同32 （1899）年まで は 「諸学校通則」 によ っ て い た。 従

っ て ，女学校は尋常中学校の
一

種と い う の み で 教育内容な どに制限もな く，そ こ には偏 向さえ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ 4e）

見 られ ， 教育程度 は多様性 に富ん で い た 。 反面 こ の こ とは，自由な独 自性 の ある女 子教育が容

易に で きた こ とを示 して い た 。 私立金 沢女学校 「設置伺」 に も 「学齢以 上 の 女子 に普通学を授

け ， 兼て 英語を学ば しむ」と見 られるよ うに，同校で は北陸女学校 と改称 （明治 33〈 1900＞年）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c141）

される まで 英語主体の 教育 が行なわれた 。 開校 当初 ， 予備科 2 年及 び本科 4 年の 課程で 出発 し

たが，明治 19 （1886）年 ｝こ 「中学校令」 が発布 される と予備科を廃止 ， 本科を 5 年 に再編 して
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　 （142 ）

い る。 そ の 後，「高等女学校令」の 公布に伴 っ て の 明治33 （1900）年の 教則改正時ま で 数回の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （143 ）

改正 を行な い
， 教育情勢 1ご対応 しな が ら漸次教育 内容を整備 して い っ て い る 。 そ の 間，同校で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （i44）

は， 寄宿舎 も設け， 新 しい 近代的女性像を求め て 「智育 ， 体育 ， 徳育」を志向 した宗教色の 濃

い 教育が展 開 され た 。

　体操科は開校時か ら設け られて お り，明治 18 （1885）年頃 まで は週 1時間の 「徒手演習」が ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （145 ）

同 19 （1886）年以後週 2 回 （延べ 1 時間）の 「徒手運動等軽 運動」が課せ られ た 。 「北陸50年
　 （146 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （147 ）

史」 に よ れ ば，袴着用の 学生 に棍棒体操が 指導 された と い う。 また ， 「北 陸学院80年史」 に よ

れ ば ， 寄宿舎で は，「放課後三 十分間は寄宿生 の 運動時間」 とされ，厂遊歩」主体の 運動が強制

的に行 なわれ た 。 こ うした指導は ， 明治 38 （1905）年に体操科専任教師の 雀部勝が着任す るま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “ 48 ）

で ，す べ て Hesser，　M ．　K ，を初め とした外人女教師によ っ て な され た 。 この こ とに関 して 岸野
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔149）

雄三 は ， 次の よ うな所見を述 べ て い る。

　金沢女学校 （北陸女学院）の 初代校長米人 ヘ
ッ セ ル （M ．K ．　Hesser） は，明治

一
八年頃，唱歌時間に

’

は オ ル ガ ン を用 い させ ，体操時間 に は生徒一同 に 袴をつ けさせ ，ダイ オ ・ル イ ス 流の 棍棒体操などを行わ

せ て い る。体操科は週
一

時間で あ っ たが ， 女子 に は過激な運動をさけて 徒手体操を教えるの が ，
こ の 学校

の 方針で あ っ た 。 ∵
…

問題は 単 な る
一

教科と して の 体操 で は な く，素朴に して 単純な こ れ らの 運動を通じ

て ，生徒 た ちが新しい 世界 に 立t：され ， 未知 の 世界を経験したその 影響力に ある
……当時の 女学生は ， か

っ て 日本女性 の 庶民の 生活史 に はあり得 な か っ た新 しい 行動 の 世界 に 引き入れ られて い っ た 。

……
生活態

度 に現われた彼女たちとの この 断層を埋め
， 新しい 「女 らしさ1を形成するため に ，体育は役立 て られたの

で あ る。

　以上 は私立金沢女学校 ICお ける Hesser 時代を中心 に した もの で あるが ， 同校の 三 育の 徹底
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （150 メ

した教育方針は体操科 に も他教科同様 の 「試業」が課せ られる こ とに な っ た こ とか らもうかが

われ ， 岸野が 指摘 して い る よ うに，体操科の 指導は学生を未知 の 世界 へ と導 き，新 しい 女性像

の形成 に貢献 した 。 また こ の こ とは ， 庶民 に もかな りの啓蒙的影響を与 えた よ うで ある 。 「北陸

学院 80年史」 に よれば，袴着用の 女学生が 「校庭で棍棒体操を して い る と門前に は市民が黒山
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （151）

の よ うにたか っ て 見て い た」 と記されて お り， 体操科の 指導は 「未だ女子教育の 必要を認 めず ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛152 ）

旧 習を墨守 して ゐた当時の 金 沢市民 」 に 大き な反 響を呼んだ。

　終わ りに ， 同校に おける外人女教師の 体操科の 実践が ， 後に設立 された女学校体育に も影響

せずに は おかなか っ たこ とを附記 して おきた い 。、「二 階堂 ト ク ヨ 伝」に 次の よ うなこ とが記 され

て い る 。 「当時金 沢 の 宣教師で ， 体育専門学校を 出た ど云 うア メ リカ人が居 っ た の で ， 之を便 り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔153）

に交際 して ，専門的技術を教 っ た。 そ して 日 とな く夜 とな く体操 に熱中 した」 と，
これ は後に

「女子体育の 母」と言わ れ ， 明治37 （1904）年石川県立高等女学校に教諭と して 初 め て 着任 し

た とき の 二 階堂 トク ヨ に関す る記事で ある 。 こ の 宣教師 とは北陸女学校 に おける外入女教師で

あ っ た と考え られ る こ とか ら，
二 階堂 トク ヨ の 体育的出発点をこ の 外人女教師に求め る こ とが

で き ， 換言すれ ば，北陸女学校 の 体育が後に創設された女学校 に も重大な影響を与え た とも言

え るの で ある 。

V 　 お わ り に

　以 上 ， 石川 県における小学校，師範学校及び女学校で 実践 された女子 体育に関 して ， そ の 導

入 ・形成過程の一端を制度史的 に概観 した の で あるが ， 若干の 知見も得られた の で ， それ らを

119

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

14 蒲真理子 。北野与
一

ま とめ て 結語 と して お きた い 。

　L　石川県初等教育界に 初めて近代的な体操が指導 された の は明治 7 （1874）年で あ り， そ

れは百束誠助 （東京師範学校卒，山形県出身） に よ っ て な され ， 内容は東京師範学校板体操図

であ っ たσ小学校体操科で は，明治11 （1878）年 ， 実施上男女別の取 り扱い を行な うよ うにな

り， 遊戯 （嬉戯）中心 の 運 動が業間や課外で 適宜実施 された 。 選択科 目的取 り扱い を受けて い

た体操科は，明治17 （1884）年 に は必須科目的取 り扱 い とな り ， 女児 ｝‘も遊戯に加え て 体操が

課 せ られ る よ うにな っ た。 こ の 体操 は女子 向き に 改良 された新制体操法 と呼 ばれ る もの で あ っ

た 。 そ の 導入や普及 に 当た っ て 県当局は ， 和田 権五郎 ら4 名の 石川県師範学校教員を体操伝習

所に送 っ て学 ばせ ，各地で 伝達講習会を開き対応 した。明治 10年代後半に は，唱歌遊戯を初め

と した新し い 遊戯教材が登 場，課外活動 と して 運 動会や遠足 が行事化され るよ う に な っ た 。 そ

の 後 ， 「小学校令」や F改正小学校令」の 公布 に伴 っ て 小学校体操の 内容は法規上整備されて い

っ たが ，実際面で は必ず しも法規通 りの 展 開は見 られず，従来の 遊戯主体型 の指導が 続い た 。

「改正小学校令 」公布以後 ， 女児 の 遊戯 は教材 を多様化 し ， 県下全域の 小学校で 実施 され る よ

うに な っ たが ， 体操 （普通体操 と呼称） は社会的因襲 （そ の 他，指導教員 ， 施設 ・設備 の 問題

も挙げられ るが） な どが要因 とな っ て ，遊戯の よ うに 県下全域の 小学校に容易に 普及 し な か っ

た 。 なお，前述 の運動会や遠足 は ， 明治 20年代 に 入 り国家主義的思潮が強ま っ て い く中で教育

的配慮 も加味されて
一層盛ん に実施 され るよ うにな っ た 。

　2． 女子師範学校 （石川県尋常師範学校女子部） における体操科 は，当然の こ とで あるが，

小学校体操科の絡み で進展 した 。 当初遊戯
〆

（嬉戯）中心 の 運動が定時限外で 指導され たが ， 明

治 17 （1884）年か らそれに加え て 軽運動あるい は普通体操 （い ずれ も新制体操法を内容とする）

が課せ られ た 。 こ の 新制体操法は前述 と同じく女生徒向きに 改良された もの で あり， 遊戯は唱

歌遊戯 ， 行進遊戯，競争遊戯で あ っ た。明治20 年代に 入る と，女子師範教育で は ，

一般の 女子

教育を先導 しよ うとする姿勢が顕著 とな る。運動会や遠足 の 実施は勿論の こ と，健康状態を把
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

握す るた め の 活力検査 が毎年実施 され ， 体操時の 服装も静的な服装か ら動的な服装 に 改善 され

た 。 なお，明治 26 （1893）年に は ， 体操科の 教授法 も指導 され体操科教育の 形態が本格的に整

え られ た。

　 こ の 女子 師範学校 と ともに ， 北陸 の 女子 中等教育 に 先駆 的役割 を果 た した学校 に 明治 18

（1885 ）年創設の 私立金沢女学校 （創設者 ，
Hesser

，　M ．　K ．） が あ っ た 。 同校 の 教育は ス ペ ン サ

ー流の 三 育主義を基本として い た こ とか ら， 開校当初か ら体操科は学科 目として位置づけ られ，

「徒手運動等軽運動」が 外人女教師によ っ て 指導された 。 岸野雄三 も指摘 して い る こ とで あ る が
，

同校 にお ける こ の 外人女教師によ る近代的体操 の 実践は，女生徒の 新 しい 女性像 の 形成 に大き

く貢献し ， 市民 に少なか らず啓蒙的影響を与えた。
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　 石川県師範学校同窓会 （編），前掲書 ，第 13号，p．35．
』
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　附録 ， p ．290．

（IG6｝文部省 （編），文部省第11年輯附録 ，
　 p ．5！2．

（10丁 青森県教育史編集委員会 （編），青森県教育史，第 3巻 ，．資料篇 1 ，青森県教育委員会，1970，p．381，
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〔108｝新潟県教育百年史編さん委員会 （編）， 新潟県教育百年史 ， 明治編 ， 新潟県教育庁 ， 1970， p．144， 同

　書の 「新潟学校女子師範学科課程表」（明治 15〈1882＞年 9月）を参照 。

〔109｝石州県 （編），石川県公報，第 118号 ， p ．23，1884．

OIO｝文部省 （編）， 文部省第 12年報附録 ，
　 p ．290．

（工11）土師雙他郎 （校閲）・和田権五郎 （編），普通小学体操法，益智館 （金沢），1885，pp ．1− 127．（国会図

　書館蔵）。

｛112体操伝習所 （編）， 新制体操法，体操伝習所，1882，、pp．1− 95，同書 の 内容 は
， 整頓法 ，

』
身体矯正術 ，

　徒手体操，唖鈴体操 ，女子唖鈴体操 ， 棍棒体操及び二 人球竿体操か らな っ て い る 。

U13｝和田権五 郎 （校閲 ），浜 田 又勝 （編 ），普通小学 運 動法，益 智館 （金沢）、1886，（国会図書館蔵）

（114小学校実況諮問条項答 申 ， 東書文庫 ， p ．93． 同答 申に よ れば ， 金沢市 の 小学校で は ， 「新制体操法 」

　の 「整頓法」を採用 して い た 。

［11S 石川県 （編），前掲書，第 15号 ，　 p，39，こ れは ，「県令 」 （第71号） によ る もの で あ る。

（1111石川県 （編），石川県公報 ， 第155号，p ．14，1886．　　　
，

a17）文部省 （編），文部省第13年報附録，文部省，　 p．296，1885．

｛11S 岡 野 正策 （編），会報 ，101号，石川県師範学校同窓会，　 p．24，1936．

11
’
IS）徳光八郎 （編），前掲書，　 p．369．森文相 が来県 した とき∫全国で先か け に男子は小倉洋服，女子は筒

　袖 に 袴，た すきがけの 体操を大臣の 前 で 演 じた」 とい う。 、
｛  石川県尋常師範学校，石川県尋常師範学校 eg　1 年報，　 p．82，1888．

021）石川県尋常師範学校 ， 石川県尋常師範学校第 3 年報，石川県尋常師範学校 ，
1890

， 同書 に 「石川県尋

　常師範学校生徒体力統計表 」 （明治 22年 4 月女子部） が と じ込 ま れ て お り，そ れ に は 「前年 4 月 ト比較

　 セ シ モ 1 と記 され て い る こ とか ら明治 21 （1888） 年か ら実 施 さ れ た こ とが わ か る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

Q劉 岸野雄三 ， 「女子体育 に尽 した人たち」前掲書 ， 第 2 巻 9号 ， p．13，1960．

“諭 石川県師範学校同窓会 （編），石川県師範学校同窓会雑誌 ，第 15号 ，p ．4，1888．

q24｝文部省内教育史編纂会 （編），明治以降教育制度発達史 ，第 3 巻 ， 龍吟社 ，
1938，　p ，620．

q25｝石川県師範学校同窓会 ， 石川県師範学校 同窓会報告 ， 北溟社 ，　p ．31，　1894．

〔126）一金沢大学教育学部付属小学校百年史編纂委員会 （編），前掲書，pp ．75− 82．

〔1跚 石 川 県尋常師範学校刮磨会 ，刮磨会雑誌 ，石 川 県尋常 師範学校刮 磨会，第 5 号 ，pp ．1a− 19，1896，

｛12M石川県師範学校同窓会 （編），石川県師範学校同窓会雑誌，第 2 号，　p．59，1887．
・
｛129）石川県尋常師範学校刮磨会 ，前掲書，第 5 号，pp ．13− 1．9．

任鋤 岡野正策 （編），前掲書，101号，p ．24．

〔13工｝石川県尋常師範学校 ， 石川県尋常師範学校第
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1892．
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， 女子部生 徒の 運 動 会参加 は 明 治 30 （1897） 年 以 降 に見 られ た。

鬮 石川県師範学校 ，石川県師範学校一覧 ，
1904，pp ．116− 117，明治37（1904）年の 「女子部学友会規則」

　 に は運 動部 が 明記 されて い る。

〔130 石林文吉，石川百年史 ， 石川県公民館連合会 ，
1972

， p．158．

｛135）北陸学院80年誌編纂委員 （編），北陸学 院8Q年史 ，北陸学院，1966，　pp ．12− 13．

〔136｝ 日本女子大学女子教育 研 究所 （編），前 掲書，p．55．
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　 p．　145，

194
， 同書 に よ れ ば

， 女性 の 自転車乗 りや 乗馬 を 金沢 の 地 に 移入 し
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